
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

P394

芦ノ 湖で発生する霧の 研 究
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1．は じめ に

　霧 の 発 生は、交通障害や農作物 の 成長阻害を引き

起 こ す な ど、そ の 祉会的影響 は無視で きな い 。 神奈

翔 県西部に位置する芦ノ湖では、年間を通して霧が

発 生し、こ の 地域の 主要産業である観光業 へ 影響を

及 ぼす こ とが懸念され る。芦 ノ湖周辺 にお ける霧 の

発 生と気崖配置 との 関係を明 らか にすれ ば、経験的

な霧発生予測が可能にな り、霧による社会的影響の

軽減が 期待 され る。

　霧の観測は、視程計を絹い た観測や人 間 に よ る 目

視観測 が
．一
般 的だ が 、い ずれ も嵩 コ ス トで ある 。 低

コ ス トな霧観測手法とし て 、近年で は監視カ メ ラ！

お夫気カ メ ラ の画像が利用 される こ とが あ る 。
コ ス

ト以外に も、よ り多 くの 地点で観測が行えるとい う

メ リッ トがある。

　そこ で本研究で は、芦ノ湖周辺 にお い て カメラ画

像を用 い た霧 の 観測を行い 、霧の 発生 と周 囲の 気象

要素や総観場 との 関係に つ い て調査する 。

2．対象地
　今回対 象とする芦 ノ 湖は箱根火山の 中腹に あ り、

海抜 723m 、 面積約 7km2 、 周囲を 1000−−1400m の

山に幽まれ たカル デ ラ湖で ある。 標高の 高さや 由に

躙まれ た地形 、年間約 3000mm に 達す る総降水纛 の

多さが霧の 形成に関わ っ て い ると考え られ る 。 また、

南饌には駿溝湾、南東には相模湾があ り 、 海か らの

湿 っ た風 の 影響も考慮する必 要がある。

3．使用 デー
タ

　本研究で は芦ノ潮周辺 の AMeDAS 、ウィ ン ドプ

ロ フ ァ イ ラ と、気象庁 メ ソ客観解析、衛星画像 （ひ

まわ り）、各種天気図 に 加え て 独 自に 芦 ノ 湖周 辺 で観

測 した気温 、 湿 度デ
ー

タ （RTK507 ［HHB ・3101］！

RTR53A ［TR −33101 、　 T＆D 社）を使用 し た。霧発 生

の判嬲 こ は、芦ノ湖周辺に設 置 され て い る箱根 ウ ェ

ブ カ メ ラ （箱根町観光協会）の 画像をfiiiい た 。 また 、

独 自に設置 した定点イ ン ターバ ル カ メ ラ （TLCIOO 、

Brinno社 ）の画像 も利用 した 。 期間は 2012 年 6 月

1 日 か ら 2013 年 5 欝 30 日 まで の 1 年間で ある 。

4．結梨

　こ の 期間の 、芦ノ湖にお ける蝿別 の 霧発生 日数を

函 1 に示 す。霧は
一年を遜 し て 発生 して お り、とく

に 7 月 に多く発 生し て い る こ とがわか っ た 。 また 、

時刻ご と の 霧観測 園数 の 頻度分布 （図 2）で は 、午

前 6 時に ピーク が現れて い る こ とがわか っ た 。

5．今後の農 望

　芦ノ湖周辺では放射霧や滑昇霧 （図 3）な ど、成

因 の 異 なる様々 な霧が発生 し て い る と考え られ 、 今

後は こ うした霧の 分類や気圧配置 との 関連付け、そ

れ ぞれ の霧発生に璽要な気象要棄の特定などを行 う。
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図 2　2012 年 6 月 か ら 2013 年 5 月 に か け て の

　　 芦 ノ 湖 に お け る霧観測 回 数 の 時鋼 別 頻 度 分 布

図 3　 ひ まわ り可 視画像 ぶ 撮 えた滑昇霧 の 様 子
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